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令和4年度当初予算可決
財務体質の改善と市民サ ービスの向上の同時達成を目指す

収　　　入 構成割合 支　　　出 構成割合

給料 136万円 27.2% 食費 92万円 18.4%

市税（市民税、固定資産税など） 人件費（職員の給与、議員・委員報酬など）

パート収入 39万円 7.8% 家族の医療費 89万円 17.8%

負担金、手数料、使用料など（保育料など） 扶助費（障害者・高齢者などへの支援に必要なお金）

貯金の取り崩し 5万円 1.0% 光熱水費などの雑費 73万円 14.6%

繰入金（基金を取り崩したお金） 物件費、維持補修費（光熱水費、修繕費）

親からの仕送り 268万円 53.6% 自治会費 44万円 8.8%

地方交付税、地方譲与税など（国・県を通じて市に入るお金） 補助費など（団体などの活動支援に必要なお金）

銀行からの借り入れ 52万円 10.4% 子どもたちへの仕送り 56万円 11.2%

市債（公共施設をつくる資金の一部を借り入れるお金） 繰出金（法律などに基づいて他の会計に支出するお金）

借入金の返済 66万円 13.2%

公債費（市債の返済に必要なお金）

家の増改築費 74万円 14.8%

投資的経費（学校や道路などの整備に必要なお金）

積立金・その他 6万円 1.2%
投資・出資金、貸付金、将来に備え、積み立てるお金（企業会計など
への出資金など）

          合　計 500万円           合　計 500万円

総額は466億169万9,000円 （前年度比4.9％増）

かいなん家の家計簿（収支計画） 〜一般会計を年収500万円の家庭に置き換えてみると〜

246億4,978万円（前年度比8.6％増）一 般 会 計

令和４年海南市議会２月定例会は、２月24日から３月15日までの 20日間の会期で開かれました。
この議会には、市長から令和４年度当初予算をはじめ、条例改正や補正予算など31件の議案が提出

されました。また議員提出議案（発議）が2件提出されました。

給
料（
市
税
）が
3.2
％
増
え
る

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
ね
。
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つ
つ
じ
ケ
丘・小
野
田

配
水
区
域
統
合
管
路

整
備
事
業

防
犯
灯
整
備
事
業

東
部
運
動
場
等
整
備

事
業

黒
江
地
区
集
会
所

撤
去
事
業

下
津
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

整
備
事
業

野
上
中
地
区
集
会
所

撤
去
事
業

小
野
田
配
水
区
域
と
つ
つ
じ
ケ
丘
配
水
区

域
の
統
合
を
行
う
た
め
水
道
管
の
布
設
工
事

を
行
い
ま
す
。

高
効
率
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
更
新
整
備
に

よ
り
、
環
境
保
護
及
び
維
持
管
理
費
用
の
節

減
に
取
り
組
み
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
調
査

業
務
を
行
い
ま
す
。

海
南
中
央
公
園
内
の
大
池
の
一
部
と
内
池

を
埋
立
て
造
成
し
、
防
災
と
賑
わ
い
づ
く
り

の
拠
点
と
な
る
都
市
公
園
と
し
て
、
拡
充
整

備
し
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
公
園
用
地
造
成

工
事
を
行
い
ま
す
。

健
康
な
身
体
づ
く
り
の

活
動
を
行
う
場
で
あ
る
運

動
場
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
安
全
、
快
適
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
屋
外

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
黒
江
線
の
拡

幅
整
備
に
伴
い
、
黒
江
地
区
集

会
所
の
撤
去
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
基
づ
き
、
野
上
中
地
区
集
会

所
の
撤
去
を
行
い
ま
す
。

（
仮
称
）中
央
防
災
公
園

整
備
事
業

１
９
３
万
円

６
２
５
万
円

１
２
０
万
円

１
０
５
万
円

６
，８
２
４
万
円

１
，３
３
７
万
円

３
，０
０
０
万
円
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道
の
駅
の
建
設
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
出
品

者
の
確
保
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

問

事
業
に
係
る
令
和
４
年
度
の
取
り
組
み
は
。

答

令
和
５
年
秋
の
開
駅
を
目
指
し
、
本
年
４
月
、
地

域
振
興
施
設
の
建
築
工
事
に
係
る
入
札
を
行
う
と

と
も
に
建
築
工
事
に
着
手
し
、
国
道
42
号
線
か
ら
進
入

で
き
る
市
道
の
整
備
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
農
水

産
物
な
ど
の
出

荷
者
に
対
す
る

説
明
会
の
開
催

な
ど
、
出
荷
者

の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、

地
元
産
物
を
活

用
し
た
飲
食
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発

を
進
め
て
い
き

た
い
。

災
害
時
に
備
え
、
生
命
及
び
生
活
の
維
持
に
最
低
限

必
要
な
物
資
を
備
蓄
し
ま
す
。

問

何
を
購
入
す
る
の
か
。

答

ア
ル
フ
ァ
化
米
や
ラ
イ
ス
ク
ッ
キ
ー
、
粉
ミ
ル
ク

の
ほ
か
、
生
理
用
品
や
お
む
つ
の
購
入
を
予
定
し

て
い
る
。

問

生
理
用
品
の
計
画
的
な
購
入
の
内
容
と
有
効
活
用

の
方
法
は
。

答

メ
ー
カ
ー
推
奨
の
使
用
期
限
３
年
に
基
づ
き
、
３

年
間
で
必
要
数
量
を
購
入
す
る
。
一
方
で
、
メ
ー

カ
ー
は
、
使
用
期
限
を

経
過
し
て
も
直
ち
に
使

用
で
き
な
い
も
の
で
は

な
い
と
の
見
解
も
示
し

て
い
る
た
め
、
３
年
経

過
後
に
、
ひ
と
り
親
世

帯
や
学
校
で
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
関
係
課
と

調
整
し
て
い
る
。

企
業
の
立
地
及
び
事
業
規
模
の
拡
大
並
び
に
雇
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
市
内
に
施
設
を
新
設
す
る
な
ど
事

業
者
に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

問

新
規
事
業
と
し
て
予
算
措
置
さ
れ
て
い
る
が
、
本

事
業
の
制
度
概
要
は
。

答

本
事
業
は
海
南
市
企
業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
き

市
に
お
け
る
企
業
の
立
地
と
事
業
規
模
の
拡
大
を

促
進
す
る
た
め
に
創
設
し
た
制
度
で
あ
る
。

【
令
和
４
年
度
予
算
】

予
算
の
使
い
道
や
事
業
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク

企
業
立
地
促
進
事
業

備
蓄
物
資
整
備
事
業

道
の
駅
整
備
事
業

５
６
７
万
円

10
億
７
，０
８
６
万
円

２
０
５
万
円

「道の駅」イメージパース図
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乗
り
継
ぎ
の
改
善
や
延
伸
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
公

共
交
通
空
白
地
の
解
消
に
努
め
ら
れ
た
い
。
住
民
の
利

便
性
の
向
上
と
な
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。（
令
和
元

年
度
・
令
和
２
年
度
決
算
審
査
に
係
る
意
見
書
）

み
か
ん・お
菓
子
の
振
興
事
業

児
童
福
祉
総
務
事
務
費

　
　（
子
育
て
支
援
ア
プ
リ

「
す
く
す
く
海
南
」に
つ
い
て
）

地
域
公
共
交
通
協
議
会
事
業

課
外
学
習
支
援
事
業
１
７
６
万
円

１
２
４
万
円

１
６
５
万
円

議
会
で
の
提
言
が
予
算
や
事
業
方
針
に

反
映
さ
れ
ま
し
た！

地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
を

進
め
る
と
と
も
に
、

デ
マ
ン
ド
型
交
通

の
実
証
実
験
に
取

り
組
む
。

よ
り
効
果
的
な
周
知
啓

発
や
、
個
別
の
学
力
調
査

結
果
な
ど
を
踏
ま
え
た
き

め
細
か
な
個
別
指
導
を
行

う
こ
と
で
参
加
生
徒
の
増

加
及
び
学
力
の
向
上
・
安

定
に
努
め
る
。

み
か
ん
・
お
菓
子
を
核
と
し
た
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
戦
略

に
よ
り
、
市
全
体
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。（
令
和
２
年
度
決
算
審
査
に
係
る
意
見
書
）

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
の
登
録
者
数
の
増
加
に
努
め
ら

れ
た
い
。（
令
和
２
年
度
決
算
審
査
に
係
る
意
見
書
）

参
加
す
る
生
徒
数
の
増
加
に
努
め
ら
れ
た
い
。

中
学
生
の
学
力
の
向
上
及
び
安
定
を
図
ら
れ
た
い
。

（
令
和
２
年
度
決
算
審
査
に
係
る
意
見
書
）

子
育
て
世
代
に
と
っ
て
、

よ
り
有
意
義
な
情
報
を
掲
載

し
、
ま
た
、
登
録
者
の
増
加

に
取
り
組
む
。

観
光
協
会
と
連
携
し
、
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
に

海
ニ
ャ
ン
の
情
報
や
グ
ッ
ズ
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
す
る
ほ
か
、
市
内
小
学
校
に
橘
の
木
の
植

樹
を
行
う
こ
と
で
「
み
か
ん
・
お
菓
子
の
発
祥
地
」

の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
。

４
，６
５
９
万
円
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○介護保険特別会計 議案第22号
要支援１・２の訪問通所介護を自治体の
介護予防・日常生活支援事業に置き換

えていく制度には反対である。本当に必要な介護が
受けづらい状況になっていくことを認めるわけにはいか
ない。	 （和歌真喜子 議員）

○後期高齢者医療特別会計 議案第21号
75歳以上を国民健康保険や社会保険な
どの医療保険から切り離し、高齢者だけの

保険制度にしていること自体が間違っている。10月から
は医療費の窓口負担が１割から２割に引き上げとなる
制度に賛成するわけにはいかない。

（和歌真喜子 議員）

会　計　名 令和4年度当初予算額 対前年度伸び率（％）
国民健康保険特別会計 58億9,731万4,000円 △ 1.2
後期高齢者医療特別会計 17億9,416万7,000円 3.9
介護保険特別会計 73億6,430万円 1.3
赤坂地区排水処理事業特別会計 1,913万3,000円 11.0
つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計 5,524万8,000円 皆増
同和対策住宅資金貸付事業特別会計 66万8,000円 △ 67.5
港湾施設事業特別会計 1,265万9,000円 △ 9.8

特別会計とは、ある特定の目的のために実施する事業について、収支を明確にするため一般
会計とは別に経理する会計です。本市には下表のとおり7つの特別会計があります。

特 別 会 計 151億4,348万9,000円

反対 反対

国民健康保険特別会計
基金を活用して和歌山県が示す標準保険税
率よりも税率を引き下げるとともに、未就学児
の均等割の軽減を実施します。また、不妊治
療の一部が新たに保険適用となります。

後期高齢者医療特別会計
被保険者の保険料による歳入予算額は、約

７億3,000万円です。団塊の世代の方々が後期
高齢者医療制度に移行し、被保険者が増加する
ため、前年度より約6,700万円増加の見込みです。

こんな質問がありました
問：窓口負担が２割になる方は。

答：本年 10月１日から一定以上の所得がある
人は、現役並みの所得者（窓口負担割合３
割）を除き、課税所得 28万円以上かつ年
収 200 万円以上の方の窓口負担が２割と
なるが、ひと月の負担増が 3,000 円に収
まるような措置も取る。

介護保険特別会計
後期高齢者が増加する中、令和３年度から令

和５年度までの３年間のサービス需要を見込ん
だ第８期介護保険事業計画に基づき、一般介護
予防事業や生活支援体制整備事業などに重点
的に取り組みます。

こんな質問がありました
問：生活支援体制整備事業の委託料が増加して

いる理由は。

答：第２層協議体※の立ち上げ地区の拡充を図る
ための人件費の増加や、地域課題・市全域
の課題解決に向けた体制整備への支援など
に係るアドバイザーへの謝金、また、高齢
者福祉サービスや移動支援、サロン、自主
サークルなどを一冊にまとめた社会資源リス
トの作成に係る費用を計上したためである。

※第２層協議体…旧小学校区単位で、地域の
支え合いを協議する場
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○一般会計 議案第19号
個人番号カード交付事業について、市
民一人一人の個人情報が守られる保証

もない中で、カード取得の推進は認められない。自衛
官募集について、自衛隊側に市民の大切な個人情報
を渡すこと自体が大きな問題である。

（和歌真喜子 議員）

○国民健康保険特別会計
　議案第20号

未就学児の均等割を
５割軽減とし、基金を

取り崩して保険税の上昇を緩和す
る予算となっていることは評価する。

（和歌真喜子 議員）

病院事業会計
これまで以上に地域医療機関との機能分担や
連携を進め自治体病院としての役割を果たして
まいります。

水道事業会計
給水人口の減少傾向を踏まえた組織の合理
化・スリム化を図るとともに、海南市水道施設
再構築計画に基づき、計画的かつ効率的に施
設の更新整備に取り組みます。 こんな質問がありました

問：海南医療センターに麻酔医の補充はできた
のか。

答：現在は非常勤の医師に週３回来てもらって
いるが、常勤には至っていない。

問：常勤の麻酔医がいないと救急患者の受け
入れが難しいと思うが、どう考えているか。

答：以前からも和医大の医局に常勤医の補充に
ついては強く要望している。限られた数の
医師を県内にどう配置するか医局としても悩
ましいと聞くが、柔軟な対応についても検
討いただいているところである。今後も粘
り強く麻酔医の確保に取り組んでいきたい。

こんな質問がありました
問：室山浄水場整備事業の今後の計画は。

答：室山浄水場の汚泥脱水施設は、特に老朽
化が進み早急な改修が必要なことから、測
量などの調査を行っているところである。
本格的な整備は、導水管更新事業などの大
型事業が完了してから着手していきたい。

企業会計とは、事業収益を基本に一部の経費を除いて独立採算で経理する会計です。

企 業 会 計 68億843万円

会　計　名 令和4年度当初予算額 対前年度伸び率（％）

水道事業会計
収益的支出 10億1,251万8,000円 △ 2.0

資本的支出 13億7,878万2,000円 15.2

病院事業会計
収益的支出 41億1,058万9,000円 0.5

資本的支出 3億654万1,000円 △ 18.9

討
論

予
算
に
関
す
る

反対

※収益的支出…
公営企業の一企
業年度の経営活
動に伴い発生し
た全ての支出
※資本的支出…

公営企業の将来
の経営活動に備
えて行う支出（建
設改良費など）

賛成
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地域排水処理施設が移管
議案第１号　海南市地域排水処理施設条例の一部を改正する条例
議案第２号　海南市つつじヶ丘地区排水処理施設管理基金条例

問：使用料は移管前と変わらない
のか。また、赤坂地区との
使用料の違いは。

答：つつじヶ丘自治会から移管された後は、使用料を月額 5,280
円とすることで、自治会の合意を得ている。施設によって維持
管理の経費に違いがあるため、つつじヶ丘地区と赤坂地区で
は、使用料の額も異なる。

こんな質問がありました

つつじヶ丘自治会から地域排水処理施設の移管を受けます。また、その管理に要する経費に充てる
ため、基金を設置します。

塩津幼稚園及び塩津小学校の廃止
議案第6号　海南市立幼稚園条例及び海南市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例

問：廃止に至る経緯は。

答：塩津幼稚園、塩津小学校はそれぞれ休園、休校中
であり、今後も学校再開などが見込めない中、塩
津地区自治会の合意が得られたため、廃止すること
とした。

こんな質問がありました

重根100号線を市道認定
議案第29号　市道路線の認定

問：市道となった場合、その排水管の管理は市が行う
のか。

答：トラブルなどにより補修が必要な場合は市で対応
するが、日常管理については地元の方にお願いする。

こんな質問がありました

令和３年 12 月に建設経済委員会が所管
事務調査「市道認定について」を実施し、「市
道認定に係る基準を明確にすべき」という
意見が出ました。

舗装の厚みなど道路構造令に準じた道路であるこ
とや、道路排水の構造などを基準に追加するととも
に、位置指定道路設置事業者との事前協議を必要
としました。（令和４年３月３１日告示）

議会の意見が反映されました！ 建設経済委員が現地調査を行いました
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適切な就学支援及び早期からの継続的な教育支援
議案第７号　海南市就学指導委員会条例の一部を改正する条例

問：「就学指導委員会」から「教育支援委員会」へ名称変更
する理由は。

答：「就学指導委員会」から「教育支援委員会」とすること
により、実際に行っている活動内容により即したものと
することができると考え、委員会の名称及び所掌事務の
条文を改正する。

こんな質問がありました

こんな質問がありました
問：助成金を受けるために必要な書類は。

答：ＱＲコードやクレジットカードなどのキャッシュレス決済を新たに導入した店舗に対し助成金を支
払うものであり、キャッシュレス決済に係る契約の証拠書類などを必要とする。

キャッシュレス決済の導入を支援
コロナ禍での非接触型電子決済の導入を促進するため、キャッシュレス決済等導入セミナー
の開催や、キャッシュレス決済などの導入に係る費用の助成（定額５万円）などを行います。

議案第１３号　令和３年度海南市一般会計補正予算（第１４号）

631万円

こんな質問がありました
問：クーポン券の対象者数と予算額の内訳は。

答：全市民 49,000 人へ 5,000 円分のクーポン券を配布
する。また、家計支援として子育て世帯の子ども6,200
人、住民税非課税世帯の世帯員 9,900 人に、さらに
5,000円分のクーポン券を上乗せして配布する。

家計支援のためのクーポン券を配布
地域の消費を喚起し地域経済の活性化を図るため、プレミアムクーポン券（500円× 10枚）
を配布します。
■対象者	 ① 全市民（基準日：令和４年７月１日）
	 ② 子育て世帯（高校生相当年齢以下の子ども）
	 ③ 住民税非課税世帯（令和４年１月以降に家計が急変した世帯も含む）

議案第１３号　令和３年度海南市一般会計補正予算（第１４号）

3億5,890万円
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２月定例会

報告第１号 専決処分事項の報告（令和３年度海南市一般会計補正予算（第 13 号）） ◎

議案第１号 海南市地域排水処理施設条例の一部を改正する条例 ◎

議案第２号 海南市つつじヶ丘地区排水処理施設管理基金条例 ◎

議案第３号 海南市個人情報保護条例の一部を改正する条例 ◎

議案第４号 海南市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ◎

議案第５号 海南市手数料条例の一部を改正する条例 ◎

議案第６号 海南市立幼稚園条例及び海南市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例 ◎

議案第７号 海南市就学指導委員会条例の一部を改正する条例 ◎

議案第８号 海南市地区集会所条例の一部を改正する条例 ◎

議案第９号 海南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〇

議案第 10 号 海南市都市下水路条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 11 号 海南市消防団条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 12 号 海南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 13 号 令和３年度海南市一般会計補正予算（第 14 号） ◎

議案第 14 号 令和３年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ◎

議案第 15 号 令和３年度海南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ◎

議案第 16 号 令和３年度海南市介護保険特別会計補正予算（第３号） ◎

議案第 17 号 令和３年度海南市水道事業会計補正予算（第１号） ◎

議案第 18 号 令和３年度海南市病院事業会計補正予算（第２号） ◎

議案第 19 号 令和４年度海南市一般会計予算 〇

議案第 20 号 令和４年度海南市国民健康保険特別会計予算 ◎

議案第 21 号 令和４年度海南市後期高齢者医療特別会計予算 〇

議案第 22 号 令和４年度海南市介護保険特別会計予算 〇

議案第 23 号 令和４年度海南市赤坂地区排水処理事業特別会計予算 ◎

議案第 24 号 令和４年度海南市つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計予算 ◎

議案第 25 号 令和４年度海南市同和対策住宅資金貸付事業特別会計予算 ◎

議案第 26 号 令和４年度海南市港湾施設事業特別会計予算 ◎

議案第 27 号 令和４年度海南市水道事業会計予算 ◎

議案第 28 号 令和４年度海南市病院事業会計予算 ◎

議案第 29 号 市道路線の認定 ◎

議案第 30 号 海南市教育委員会委員任命の同意 ◎

発議第１号 ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議する決議（案） ◎

発議第２号 国民の祝日「海の日」の７月20 日への固定化を求める意見書（案） ◎

議案の審議結果
◎＝全会一致…可決、承認　〇＝賛成多数…可決

議案第1、2号  関連記事8ページ　 議案第３号  個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、所要の規定の整備を行うもの　 議案第４号  職員が
育児休業を取得しやすい勤務環境の整備に関する措置について定めるもの　 議案第５号  保安確保機器の設置などの申請に係る手数料の額を改定す
るもの　 議案第６、７号  関連記事８、９ページ　 議案第８号  黒江地区集会所及び野上中地区集会所を廃止するもの　 議案第９号  国保税額の見
直しと、未就学児の被保険者均等割の減額を行うもの　 議案第10号  下水道法施行令の改正に伴い、所要の規定の整備を行うもの　 議案第11号  
消防団員の確保及び処遇の改善を図るもの　 議案第12号  国民年金法などの一部改正に伴い所要の規定の整備を行うもの　 議案第13号  総額
11億9,622万８千円の増額　 議案第14号  総額１億6,000万円の増額　 議案第15号  総額1,500万円の増額　 議案第16号  総額４億2,978
万７千円の増額　 議案第17号  送水ポンプ賃借料に係る債務負担行為の変更　 議案第18号  新型コロナウィルス感染症に係る病床確保事業分
に関する県補助金などの増額　 議案第19号  関連記事２～５ページ　 議案第20～28号  関連記事６、７ページ　 議案第29号  関連記事８ページ　

議案第30号  関連記事11ページ
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教育委員会委員に任命された方 岩本智佳　氏

会派・議員名

 議案番号

公明党 日本共産党
海南市議会議員団 市政クラブ 市民クラブ 自由クラブ 無所属

の会
結　
　

果
中
家　

悦
生

森
下　

貴
史

岡　
　

義
明

橋
爪
美
惠
子

瀨
藤　

幸
生

和
歌
真
喜
子

栗
本　

量
生

磯
﨑　

誠
治

宮
本　

憲
治

宮
本　

勝
利

川
崎　

一
樹

榊
原　

徳
昭

米
原　

耕
司

池
原　

弘
貴

杉
本　

博
美

川
口　

政
夫

東
方　

貴
子

黒
原　

章
至

上
村　

五
美

川
端　
　

進

議案第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第19号・
第21号・第22号 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

■賛否の分かれた議案

※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

○…賛成　×…反対

〇議案第13号
産業振興課を中心に
子育て推進課、社会

福祉課が連携して地域の消費喚起
に努めるとともに、子育て世帯、生
活困窮世帯を支援する事業は、今
までにない取り組みとして評価でき
る。	 （和歌真喜子 議員）

賛成討
論

〇議案第9号
新型コロナがまん延し、被保険者の所
得が減少する中、増税することは市民

の理解を得られない。コロナ対策の目的であれば一
般会計からの繰り入れが禁じられていないので、繰り
入れを行い増税を避けるべきである。

（宮本憲治 議員）

未就学児の均等割を５割軽減するこ
とは、子育て世代の支援である。本来、

子どもに税を課すことは問題であるが、軽減に踏み
切ったことは評価する。	 （和歌真喜子 議員）

反対

（仮称）中央防災公園整備基本計画の変更に関する特別委員会
【主な質疑】
問：（仮称）体験学習施設ではどのよう

な展示を行うのか。

答：（仮称）体験学習施設は、公園での
様々な体験や歴史を学ぶための導
入的な役割を担う施設であり、展
示物からの学びを防災公園エリア
などにも展開できるよう、公園全体
への広がりを見据え内容を検討し
ていきたい。

特 別 委 員 会 レ ポ ー ト

２月に開催した委員会では、担当課から検討中の４つの建物
設計コンセプト案や展示方法などの案について説明を受け、質
疑応答を行いました。また、令和４年２月定例会において、こ
れまでの調査研究の総括として以下の報告をしました。
（仮称）中央防災公園の整備は、市の活性化に資する取り組

みとして、大いに期待するところであるので、市と事業者がしっ
かりタッグを組み、知恵を出し合いながら、整備を進めていた
だき、公園の中における（仮称）体験学習施設の担うべき役
割が十分に発揮されることを願っています。

賛成



12市議会だよりかいなん 69号

議
　
案

補
正
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

発
　
議

当
初
予
算

※ ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全
般に対し、現在の状況や将来の方針等を質問したり、
提言することで、政策の見直しなども行われます。
２月定例会では、11人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問

7　瀨藤　幸生　（16ページ）
　◎子育て支援の拡充について

8　和歌　真喜子　（16ページ）
　◎新型コロナウイルス感染症の第６

波について
　・海南下津高等学校の閉校までの運

営について

9　岡　義明　（17ページ）
　◎総力を挙げ、職員の収賄事件の原

因究明と再発防止を
　・健全な契約を確保するための「公

契約条例」について

�　杉本　博美　（17ページ）
　◎ 高 齢 者 施 設 の 業 務 継 続 計 画

（BCP）策定について
　・水道事業の広域化について

�　宮本　勝利　（18ページ）
　◎これからのまちづくりを問う

1　池原　弘貴　（13ページ）
　◎商工業者の事業継続支援について

2　東方　貴子　（13ページ）
　・ENEOS株式会社和歌山製油所の

撤退が本市に及ぼす影響について
　・男女共同参画について
　◎投票率アップのための工夫について

3　森下　貴史　（14ページ）
　◎海南市過疎地域持続的発展計画に

ついて

4　橋爪　美惠子　（14ページ）
　・小中学校の適正配置について
　・海南市美術展について
　・ENEOS株式会社和歌山製油所の

停止について
　◎気候危機への取り組みについて

5　栗本　量生　（15ページ）
　◎随意契約について
　・職員研修について

6　中家　悦生　（15ページ）
　◎個人情報流出に対する対策について

人
が
市
政
を
問
う

11

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
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人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!
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投票率アップの工夫は
●増設も含め、投票所の環境整備に努める

上
や
若
年
層
の
投
票
が
見

込
ま
れ
る
が
、
二
重
投
票

の
防
止
や
借
用
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
な
ど
が
課
題
に
な
る
。

問

全
投
票
者
数
に
占
め

る
期
日
前
投
票
の
近

年
の
割
合
は
。

答

平
成
30
年
海
南
市
議

会
議
員
選
挙
で
は

31
・
83
％
。
平
成
31
年
県

議
会
議
員
選
挙
で
は
34
・

76
％
。
令
和
元
年
参
議
院

議
員
選
挙
で
は
40
・
01
％
、

令
和
３
年
衆
議
院
議
員
選

挙
で
は
39
・
45
％
と
な
っ

て
い
る
。

問

期
日
前
投
票
所
を
増

や
せ
な
い
の
か
。

答

増
設
も
含
め
、
投
票

し
や
す
い
環
境
整
備
、

投
票
率
の
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問

本
市
の
投
票
所
入
場

券
は
世
帯
主
宛
て
に

ま
と
め
て
郵
送
さ
れ
て
い

る
。
投
票
行
為
と
い
う
個

人
の
最
た
る
権
利
を
世
帯

主
に
委
ね
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
と
い
う
意
見
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
県
内
他

市
の
郵
送
方
法
は
。

答

世
帯
ご
と
に
郵
送
し

て
い
る
の
が
４
市
。

個
人
ご
と
に
郵
送
し
て
い

る
の
が
３
市
、
１
枚
の
圧

着
は
が
き
に
名
前
を
連
記

す
る
方
法
が
１
市
で
あ
る
。

問

経
費
を
比
較
す
る
と

ど
う
か
。

答

世
帯
ご
と
の
郵
送
は

１
３
７
万
円
、
圧
着

は
が
き
で
の
郵
送
は
１
４

４
万
円
。
個
人
ご
と
の
郵

送
は
２
６
１
万
円
で
あ
る
。

問

和
歌
山
市
の
イ
オ
ン

で
の
期
日
前
投
票
の

よ
う
に
、
市
民
が
多
く
集

う
場
所
に
投
票
所
を
設
置

す
る
の
は
ど
う
か
。

答

商
業
施
設
で
の
期
日

前
投
票
は
投
票
率
向

東方  貴子 議員

事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の

取
り
組
み
は

●
国
・
県
・
市
な
ど
の
支
援
施
策
に
係
る
相
談
窓
口

を
設
置

門
家
派
遣
事
業
の
活
用
も

併
せ
て
周
知
案
内
を
行
っ

て
い
る
。

問

事
業
者
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

国
の
認
定
を
受
け
た

場
合
、
低
利
融
資
や

防
災
の
税
制
支
援
、
補
助

金
の
優
先
採
択
な
ど
が
あ
る
。

問

災
害
時
の
小
規
模
事

業
者
等
の
事
業
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
の
取
り
組

み
は
。

答

令
和
２
年
３
月
に
、

商
工
会
議
所
、
商
工

会
と
協
働
し
、
事
業
継
続

力
強
化
支
援
計
画
を
策
定

し
た
。
本
計
画
で
は
、
商

工
会
議
所
な
ど
が
事
業
者

に
指
導
や
助
言
を
行
う
こ

と
や
、
国
な
ど
の
支
援
策

の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

こ
と
な
ど
、
事
業
継
続
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問

商
工
会
議
所
な
ど
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
。

答
「
職
員
の
安
全
と
生

活
の
維
持
」、「
市
内

事
業
者
の
災
害
復
旧
復
興

の
支
援
」
な
ど
を
基
本
と

し
、
平
時
か
ら
災
害
時
を

想
定
し
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。

問

商
工
会
議
所
な
ど
の

施
設
が
使
用
で
き
な

い
場
合
の
対
応
は
。

答

必
要
に
応
じ
、
市
内

の
他
の
施
設
や
公
共

施
設
へ
の
、
事
業
者
の
復

旧
、
復
興
支
援
の
た
め
の

緊
急
相
談
窓
口
の
開
設
も

想
定
し
て
い
る
。

問

市
内
事
業
者
へ
の
周

知
は
。

答

セ
ミ
ナ
ー
や
計
画
策

定
の
個
別
相
談
、
専

池原  弘貴 議員
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議
　
案

補
正
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

発
　
議

当
初
予
算

気
候
危
機
へ
の
認
識
は

●
極
め
て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
認
識

め
、
取
り
組
み
を
強
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

宣
言
表
明
に
つ
い
て
、

再
エ
ネ
最
大
限
導
入

の
計
画
づ
く
り
支
援
事
業

な
ど
の
国
か
ら
の
支
援
も

活
用
し
な
が
ら
、
他
の
自

治
体
の
実
情
、
経
緯
や
効

果
な
ど
を
調
査
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
に

よ
る
地
球
温
暖
化
な
ど
の

気
候
危
機
を
喫
緊
の
課
題

と
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
認
識
は
ど
う
か
。

答

地
球
温
暖
化
に
よ
り
、

気
候
危
機
を
招
き
、

自
然
災
害
の
頻
繁
化
、
激

甚
化
が
顕
著
で
あ
る
。
こ

う
し
た
自
然
の
猛
威
が
市

民
の
生
命
や
財
産
の
危
機
、

自
然
環
境
や
生
態
系
へ
の

悪
影
響
な
ど
、
人
類
の
生

存
基
盤
を
根
本
か
ら
揺
る

が
す
極
め
て
深
刻
な
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

気
候
危
機
に
関
し
て
、

市
民
生
活
、
産
業
の

面
で
の
施
策
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

答

第
３
次
総
合
計
画
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
国

際
目
標
が
設
定
さ
れ
、
気

候
危
機
に
関
す
る
施
策
も

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｃ
Ｏ
２ 

削
減
の
観
点
で

は
、
ご
み
の
減
量
化
や
３

Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ

ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
を

推
進
す
る
た
め
の
施
策
を

実
施
し
て
い
る
。

問

多
く
の
自
治
体
で
気

候
非
常
事
態
宣
言
が

採
択
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
も
市
民
会
議
の
よ
う
な

広
く
意
見
を
出
し
合
え
る

場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

地
球
温
暖
化
を
止
め
る
た

橋爪  美惠子 議員

下津町過疎地域の道路整備計画は
●新たな道路整備を検討

下
津
高
等
学
校
跡
地
の
活

用
な
ど
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
魅
力
的
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
不
十
分
と

い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
の

下
津
町
地
域
に
お
け
る
道

路
整
備
計
画
は
。

答

下
津
町
地
域
で
は
、

曽
根
田
地
区
と
百
垣

内
地
区
を
結
ぶ
道
路
の
拡

幅
整
備
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
在
、
こ
れ
以
外
に
道
路

の
新
設
、
拡
幅
を
進
め
よ

う
と
す
る
計
画
は
な
い
。

し
か
し
、
道
路
の
日
常
使

い
や
防
災
面
な
ど
を
踏
ま

え
た
上
で
、
新
た
な
道
路

整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
に
つ
い
て
、

下
津
町
区
域
の
み
が
過
疎

地
域
に
認
定
さ
れ
た
が
、

こ
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

今
後
は
ど
の
よ
う
な
施
策

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答

下
津
町
区
域
の
人
口

減
少
率
は
市
全
体
を

上
回
る
状
況
で
あ
り
、
産

業
に
お
い
て
も
高
齢
化
な

ど
に
よ
る
従
事
者
の
減
少

や
後
継
者
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

下
津
町
区
域
の
振
興
・

活
性
化
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
有
田
海
南
道
路
の
整

備
や
道
の
駅
の
整
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

観
光
客
や
交
流
人
口
の
増

加
、
地
元
産
品
の
販
売
に

よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、

そ
れ
に
伴
う
雇
用
の
創
出

が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
し
も
つ
蔵
出
し
み

か
ん
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
産
地
ブ
ラ
ン
ド
化
の
強

化
や
、
閉
校
予
定
の
海
南

回
覧
版
に
も

森下  貴史 議員



15 市議会だよりかいなん 69号

議
　
案

補
正
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

発
　
議

当
初
予
算

業
者
選
定
の
流
れ
と

相
見
積
も
り
の
書
式
は

●
30
万
円
以
下
の
工
事
費
は
起
工
伺
を
作
成
し
、
書

式
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い

準
に
つ
い
て
も
同
様
に
事

務
処
理
要
綱
に
明
記
す
る

予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
職
員
研
修
な
ど

を
通
じ
、
庁
内
各
課
で
の

運
用
や
判
断
が
規
則
の
趣

旨
を
逸
脱
し
た
り
、
担
当

者
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ

る
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ

う
改
善
に
取
り
組
む
。

問

相
見
積
も
り
は
ど
の

よ
う
な
場
合
に
活
用

さ
れ
る
の
か
。

答

速
や
か
に
復
旧
や
修

繕
な
ど
を
し
な
け
れ

ば
利
用
者
の
安
全
や
利
便

性
が
確
保
で
き
な
い
と
き

は
、
近
隣
業
者
に
現
場
確

認
を
行
っ
て
も
ら
い
、
下

見
積
も
り
を
お
願
い
す
る

場
合
が
あ
る
。
ま
た
、「
随

意
契
約
の
見
積
書
の
徴
収

は
原
則
２
人
以
上
の
者
」

と
規
定
さ
れ
る
一
方
、
災

害
な
ど
の
緊
急
時
や
30
万

円
以
下
の
工
事
の
場
合
な

ど
、
除
外
規
定
も
あ
る
。

問

原
則
２
人
以
上
の
者

と
規
定
さ
れ
て
い
る

の
な
ら
、
選
定
業
者
以
外

か
ら
も
一
、
二
件
の
見
積

も
り
を
取
る
の
が
当
た
り

前
で
は
な
い
の
か
。

答

事
務
処
理
要
綱
に
具

体
的
な
運
用
な
ど
を

明
記
し
、
改
善
し
た
い
。

問

早
期
の
復
旧
を
優
先

す
る
た
め
に
行
う
の

は
よ
く
分
か
る
が
、
通
常

の
工
事
発
注
の
場
合
は
ど

う
か
。

答

通
常
の
工
事
対
応
か

早
期
復
旧
で
対
応
す

る
か
と
い
っ
た
判
断
は
各

課
に
委
ね
ら
れ
る
。
通
常

の
工
事
対
応
と
す
べ
き
と

こ
ろ
を
い
た
ず
ら
に
緊
急

対
応
と
い
う
理
由
で
処
理

し
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い

よ
う
、
庁
内
統
一
的
な
基

栗本  量生 議員

個人情報の流出、漏えい防止策は
●ネットワーク環境の整備と人為的流出防止に取り組む

問

市
内
企
業
や
団
体
へ

の
啓
発
、
連
携
に
お

け
る
本
市
の
関
わ
り
は
。

答

市
内
民
間
事
業
者
へ

の
啓
発
、
広
報
や
指

導
、
助
言
、
勧
告
、
命
令

な
ど
は
、
国
の
機
関
で
あ

る
個
人
情
報
保
護
委
員
会

が
行
っ
て
い
る
。

問

市
民
へ
の
啓
発
、
連

携
に
つ
い
て
は
。

答

消
費
者
保
護
の
観
点

か
ら
、
市
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓
発
を
は

じ
め
、
市
職
員
を
か
た
る

還
付
金
詐
欺
に
対
し
海
南

警
察
署
と
連
携
し
口
座
情

報
な
ど
を
教
え
る
こ
と
の

な
い
よ
う
注
意
喚
起
の
メ

ー
ル
配
信
や
防
災
行
政
無

線
で
の
放
送
を
行
っ
て
い
る
。

問

不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ

り
市
民
の
個
人
情
報

が
流
出
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答

流
出
し
た
と
い
う
事

例
は
な
い
。

問

個
人
情
報
の
流
出
や

漏
え
い
防
止
策
は
十

分
に
で
き
て
い
る
か
。

答

社
会
保
障
な
ど
を
扱

う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利

用
事
務
系
と
財
務
会
計
な

ど
を
扱
う
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
接

続
系
は
外
部
か
ら
ア
ク
セ

ス
が
で
き
な
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
を
構
築
し
て
い

る
。
外
部
と
接
続
可
能
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
系

は
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
り
、

不
正
ア
ク
セ
ス
の
監
視
及

び
ロ
グ
の
分
析
、
解
析
が

可
能
な
環
境
を
整
え
て
い

る
。
職
員
に
は
研
修
や
外

部
機
関
に
よ
る
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
監
査
を
実
施

す
る
な
ど
、
人
為
的
な
流

出
防
止
対
策
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

中家  悦生 議員
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議
　
案

補
正
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

発
　
議

当
初
予
算

小中学校給食費を無償にすべきでは
●全国一律の対応が基本と考えており、今後も国に要望していき
たい

答

国
の
義
務
教
育
無
償

化
に
は
学
校
給
食
は

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
市
町

村
の
状
況
は
様
々
で
、
本

市
で
の
学
校
給
食
無
償
化

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
や
財
政
担
当
者
と
協
議

し
た
い
。
学
校
給
食
無
償

化
は
、
国
と
し
て
全
国
一

律
の
対
応
が
基
本
だ
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
市
長

会
な
ど
で
国
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

少
し
で
も
人
口
減
少
や

少
子
化
に
歯
止
め
が
か
け

ら
れ
る
よ
う
、
効
果
的
な

施
策
を
検
討
し
、
住
み
続

け
た
い
、
住
ん
で
み
た
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
。

問

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世

帯
収
入
の
減
少
が
予

想
さ
れ
る
今
、
小
・
中
学

校
の
給
食
費
無
償
化
に
踏

み
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

経
済
的
な
支
援
を
要

す
る
世
帯
に
は
生
活

保
護
制
度
や
就
学
援
助
制

度
で
支
援
を
行
っ
て
い
る

中
、
所
得
要
件
を
設
け
ず

毎
年
１
億
６
千
万
円
も
の

公
費
を
投
入
し
て
給
食
費

を
無
償
と
す
る
こ
と
が
妥

当
か
ど
う
か
、
県
下
ま
た

は
全
国
的
な
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
慎
重
に
議
論
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問

市
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め

に
移
住
・
定
住
の
促
進
を

願
う
と
と
も
に
、
子
育
て

世
帯
の
教
育
費
の
負
担
軽

減
の
た
め
の
政
策
と
し
て

給
食
費
の
無
償
化
が
必
要

で
あ
る
。
県
下
で
は
給
食

費
の
無
償
化
が
進
み
つ
つ

あ
る
が
、
そ
の
状
況
を
踏

ま
え
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
市
長
に
問
う
。

瀨藤  幸生 議員

ワ
ク
チ
ン
は
十
分
に

供
給
さ
れ
る
の
か

●
希
望
者
へ
の
接
種
に
十
分
な
量
が
供
給
さ
れ
る

小
児
用
ワ
ク
チ
ン
は
２

月
末
で
１
５
０
人
分
が
届

い
て
お
り
、
４
月
末
ま
で

に
は
小
児
対
象
者
の
約
８

割
に
当
た
る
１
９
５
０
人

分
の
ワ
ク
チ
ン
が
順
次
届

く
予
定
で
あ
る
。
接
種
希

望
者
に
は
十
分
な
量
が
配

分
さ
れ
る
と
考
え
る
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
３
回
目
接
種
の
進

み
具
合
は
ど
う
か
。

答

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
券
は
２
月
末
時

点
で
対
象
者
の
約
74
％
に

発
送
済
み
で
あ
り
、
接
種

率
は
37
・
５
％
で
県
内
他

市
と
比
較
し
て
も
早
い
ペ

ー
ス
で
進
ん
で
い
る
。

問

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
５
歳

以
上
の
子
ど
も
と
な
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
接

種
計
画
を
立
て
て
い
る
か
。

答

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

象
者
に
は
２
月
末
に
接
種

券
を
発
送
し
、
３
月
８
日

か
ら
小
児
科
医
と
土
曜
日
、

日
曜
日
に
小
児
の
接
種
を

し
て
も
ら
え
る
市
内
８
か

所
の
医
療
機
関
で
接
種
を

開
始
し
て
い
る
。

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
原
則

と
し
て
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
あ
り
、
接
種
当
日

は
予
診
票
、
接
種
済
証
、

本
人
の
確
認
書
類
、
母
子

健
康
手
帳
の
持
参
を
お
願

い
し
て
い
る
。

問

国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン

供
給
は
、
子
供
た
ち

の
分
も
含
め
て
十
分
な
供

給
が
約
束
さ
れ
て
い
る
か
。

答

12
歳
以
上
に
対
す
る

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
量
が
届
い
て

い
る
。

和歌  真喜子 議員
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議
　
案

補
正
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

発
　
議

当
初
予
算

高齢者施設の業務継続計画（ＢＣＰ）に
ついて
●早期策定の促進を図っていきたい

場
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
な
ど

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問

Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
形
骸
化
し

な
い
よ
う
、
常
に
準

備
、
検
討
し
て
い
く
意
識

付
け
が
重
要
と
思
う
が
、

指
導
の
場
で
ど
の
よ
う
な

働
き
か
け
を
し
て
い
る
か
。

答

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策

定
に
と
ど
ま
ら
ず
従
業
者

に
対
し
、
計
画
に
つ
い
て

の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

必
要
な
研
修
や
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
引
き
続
き
、
事
業
者

の
相
談
に
応
じ
な
が
ら
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
早
期
策
定
の
促

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

令
和
３
年
度
介
護
報

酬
改
定
で
、
高
齢
者

施
設
に
お
け
る
業
務
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
が
、

義
務
づ
け
ら
れ
た
。
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
は
、
包
括
的
な
考

え
や
具
体
的
な
行
動
指
針

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

高
齢
者
施
設
の
基
盤
と
な

る
も
の
と
考
え
る
が
、
現

在
の
市
指
定
施
設
で
の
策

定
状
況
は
。

答

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

の
有
無
に
つ
い
て
、
市
へ

の
届
出
義
務
が
な
い
た
め
、

現
時
点
で
は
把
握
で
き
て

い
な
い
が
、
令
和
３
年
度

に
実
地
指
導
を
行
っ
た
市

指
定
の
４
事
業
所
は
、
い

ず
れ
も
未
策
定
で
あ
っ
た
。

問

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
促
進

す
る
た
め
の
本
市
と

し
て
の
取
り
組
み
は
。

答

国
や
県
か
ら
の
情
報

を
速
や
か
に
提
供
す

る
こ
と
で
、
適
切
な
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

実
地
指
導
や
集
団
指
導
の

杉本  博美 議員

職
員
の
収
賄
事
件
に
つ
い
て
、

第
三
者
の
検
証
を

●
捜
査
や
公
判
な
ど
の
推
移
を
見
守
り
、
慎
重
に
検

討
し
た
い

い
と
考
え
て
い
る
。　

問

第
三
者
に
よ
る
検
証

は
警
察
の
捜
査
を
邪

魔
す
る
も
の
で
な
い
の
で
、

す
ぐ
で
き
る
の
で
は
。

答

事
務
的
な
検
証
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
顧

問
弁
護
士
と
も
相
談
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

職
員
の
収
賄
事
件
の

原
因
究
明
と
再
発
防

止
の
た
め
、
契
約
の
チ
ェ

ッ
ク
体
制
の
抜
本
的
な
見

直
し
に
即
刻
取
り
か
か
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答

具
体
的
な
対
策
と
し

て
、
事
務
処
理
要
綱

の
整
備
や
事
務
決
裁
規
程

の
改
正
の
ほ
か
、
職
員
倫

理
規
程
の
整
備
や
研
修
な

ど
を
検
討
し
て
お
り
、
４

月
実
施
に
向
け
準
備
を
進

め
て
い
る
。

今
後
、
公
判
な
ど
に
お

い
て
事
実
関
係
が
明
ら
か

に
な
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
原

因
究
明
を
は
じ
め
、
必
要

な
見
直
し
や
追
加
の
対
策

を
講
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

第
三
者
の
力
を
借
り
、

現
状
の
契
約
の
流
れ

を
検
証
し
、
指
導
を
仰
ぐ

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

ま
た
、
本
市
に
も
入
札

監
視
委
員
会
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
本
事
件
に
係

る
会
議
は
開
催
さ
れ
た
の
か
。

答

第
三
者
に
よ
る
検
証

な
ど
は
、
捜
査
や
公

判
な
ど
の
推
移
を
見
守
り

な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

入
札
監
視
委
員
会
に
つ

い
て
は
現
時
点
で
開
催
し

て
い
な
い
が
、
再
発
防
止

策
や
事
件
の
概
要
が
整
理

で
き
た
段
階
で
開
催
し
た

岡　  義明 議員
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議
　
案

補
正
予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

発
　
議

当
初
予
算

各部署にこれからのまちづくりを問う
●「元気　ふれあい　安心のまち　海南」を目指す

の
向
上
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、

学
校
施
設
の
整
備
や
学
校

の
適
正
配
置
に
取
り
組
む

と
と
も
に
生
涯
学
習
の
分

野
で
は
、
市
民
の
方
々
が

文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
や
歴
史
的
資
源
に
接

す
る
機
会
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

病
院
事
業
で
は
、
地
域

の
医
療
機
関
と
の
さ
ら
な

る
連
携
強
化
を
図
り
つ
つ
、

機
能
分
担
の
推
進
、
経
営

の
安
定
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
た
い
。

消
防
で
は
、
業
務
に
お

け
る
専
門
性
を
高
め
る
と

と
も
に
、
人
的
資
源
の
質

を
高
め
、
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
。

問

市
政
の
持
続
可
能
な

発
展
を
求
め
、
気
概

を
込
め
て
、『
喝
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
問

う
』
と
題
し
、
各
部
署
に

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
所
信
を
尋
ね
る
。

答

総
務
部
で
は
、「
元

気
、
ふ
れ
あ
い
、
安

心
の
ま
ち
海
南
を
実
感
し

て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

く
ら
し
部
で
は
、
市
民

一
人
一
人
が
主
体
と
な
り
、

日
常
的
な
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
環
境
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
部
で
は
、

海
南
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
幅
広
い
世
代

の
人
々
を
引
き
つ
け
、
人

が
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
。

水
道
事
業
で
は
、
将
来

に
わ
た
り
、
安
全
な
水
を

安
定
的
に
市
民
の
皆
様
に

届
け
る
よ
う
、
職
員
が
一

丸
と
な
り
取
り
組
み
た
い
。

教
育
分
野
で
は
、
学
力

宮本  勝利 議員

ホームページでは、市議会の日程や議案などの情
報を掲載しています。また、会議
録を閲覧いただけるほか、本会議
の生中継や委員会の録画映像の配
信（約10日後から）も行っていま
すので、ぜひご利用ください。

よりよい紙面とするため、議会だよりに関する
皆さま方のご意見などをお寄せください。

市議会の定例会は年４回開催され、次
回の６月定例会は６月９日（木）に開会
する予定です。なお、日程は変更するこ
とがありますので、傍聴を希望される場
合や本会議の生中継をご覧になる場合は、
お手数ですが議会事務局まで日時をお問
い合わせください。

傍聴にお越しの際は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、マスクの着用
や手指の消毒などの御協力をお願いしま
す。また、発熱などの症状のある方は傍
聴をご遠慮ください。

市議会ホームページから
生中継がご覧いただけます

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

６月定例会の予定

ＴＥＬ／０７３－４８３－８７００　ＦＡＸ／０７３－４８３－８７０３
Ｅメール／gikaij@city.kainan.lg.jp
HP／https://www.city.kainan.lg.jp/shiseijoho/shigikai/

海南市議会事務局
〒642-8501
海南市南赤坂１１番地 ホームページQRコード
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議
　
案

補
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予
算

審
議
結
果

一
般
質
問

発
　
議

当
初
予
算

国民の祝日「海の日」の７月20日への固定化を求める意見書
平成７年に制定された「海の日」は、平成 15 年以

降いわゆるハッピーマンデー化により７月の第３月曜日と
なっている。海の日制定の歴史的経緯等を踏まえ、国
民が海の大切さを理解し、その恩恵に感謝し、海の安
全および環境保全について思いを馳せる機会とするた
めにも、「海の日」を当初の７月 20 日に固定化するこ
とを要望する。（要旨）

４
月
24
日
に
行
わ
れ
た
海
南
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
に
よ
り
、５
月
１
日
か
ら
新
議
員
の
任
期
が
始

ま
り
ま
す
。

改
選
後
の
初
議
会（
臨
時
会
）を
５
月
12
日（
木
）

に
開
会
す
る
予
定
で
す
。こ
こ
で
、議
長
や
副
議
長

の
選
挙
、常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ

れ
、新
し
い
議
会
の
体
制
が
整
い
ま
す
。

発議第２号は可決し、内閣総理大臣に意見書を提出しました。

ロシアによるウクライナ侵攻に
断固抗議する決議

ロシアによるウクライナへの攻撃や主権侵害に
対し厳重に抗議の意を表するとともに、ロシア軍
を完全かつ無条件で即時に撤退させるよう、国際
法に基づく誠意を持った対応を強く求める。また、
政府におかれては、関係各国及び国際社会との
緊密な連携のもと厳格かつ適切な対応を講じられ
るよう、強く求める。（要旨）

発議第1号は可決し、ロシア大統領および在日大使に決議書を提出しました。

臨
時
会
の
お
知
ら
せ

発議とは、議員が議案を提出することで、２月定例会では下記２件が提出されました。発 議
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４月1日、海南市新
規採用職員のあい
さつが本会議場で
行われ、川崎議長が
激励しました。

委  

員  

長　
川
　
口
　
政
　
夫

副
委
員
長　
森
　
下
　
貴
　
史

委
　
　
員
　
米
　
原
　
耕
　
司

委
　
　
員
　
宮
　
本
　
憲
　
治

委
　
　
員
　
橋
　
爪
　
美
惠
子

委
　
　
員
　
和
　
歌
　
真
喜
子

議 

会 

広 

報 

委 

員 

会

海南ＯＵミニバスケットボールクラブが表敬訪問
３月25日、川崎議長と東方

副議長が、海南ＯＵミニバスケ
ットクラブ選手４名（今井紬さ
ん、中上愛良さん、鯰江真央さ
ん、藤々木莉子さん）の表敬訪
問を受け、選手の皆さんを激励
しました。選手の皆さんは、３
月28・29日、東京で開催された
第53回全国ミニバスケットボー
ル大会に出場しました。

堅苦しいイメージの市議会だ
よりを市民の皆様に親しみやす
く、わかりやすい紙面となるよ
う編集に力を注いできましたが、
現在の議会広報委員会メンバ
ーでの発行は、この５月号（№
69）で最終となります。

これからも「市議会だよりか
いなん」をよろしくお願いいた
します。

議会広報委員一同

２年間、ありがとうございました。


